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質
問
質
疑
で
は
、
市
政
の
方
針
な

ど
を
問
い
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
の
質
問
質
疑
に
つ
い
て

は
、６
〜
８
ペ
ー
ジ
の
「
質
問
質
疑
」

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

令和４年度予算に見る主要事業 　

質
問
質
疑
終
了
後
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
各
分
科
会
で
審
査

し
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
審

査
特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で

の
審
査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の
各
特
別

会
計
の
計
４
議
案
に
反
対
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

23
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
生
活
困
窮
者
等
に
対

す
る
支
援
が
足
り
て
い
な
い
こ
と
、

お
が
き
え
保
育
園
及
び
あ
お
ば
保
育

園
の
指
定
管
理
を
や
め
て
直
営
に
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
立
場
で
あ
る

こ
と
、
国
民
健
康
保
険
税
の
引
下
げ

を
求
め
る
立
場
で
あ
る
こ
と
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
し
、
元
の

老
人
保
健
制
度
に
戻
す
べ
き
と
考
え

る
立
場
で
あ
る
こ
と
、
介
護
保
険
制

度
は
、
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
の
制

度
と
な
っ
て
お
り
、
抜
本
的
な
制
度

設
計
の
見
直
し
を
求
め
る
立
場
で
あ

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
反
対
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

【
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
】

■
企
画
総
務

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
事
業

問　
市
民
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
今
回
導
入
す
る
市
民
公
開
型

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、
都
市
計
画
図
や
認
定
路

線
道
路
図
、
上
下
水
道
に
関
す
る
地

図
、
遺
跡
地
図
、
地
震
・
水
害
等
各

種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
約
20
種
類

を
予
定
し
て
い
る
。
既
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
個
別
に
公
開
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
が
、
市
民
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
導

入
に
伴
い
、
各
種
地
図
情
報
を
な
る

べ
く
集
約
す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
閲
覧
し
や
す
い

機
能
を
取
り
入
れ
る
な
ど
利
便
性
の

向
上
を
図
り
た
い
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
省

資
源
化
、
医
療
、
防
災
な
ど
、
様
々

な
社
会
・
環
境
課
題
に
対
処
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
、
最
適
化
、
効
率
化
、
自
動
化
を

図
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
課
題
の
解

決
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
福
祉
産
業

高
齢
者
と
小
学
生
の
交
流
促
進
事
業

問　
令
和
４
年
度
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
行
う
予
定
か
。

答　
刈
谷
中
部
地
区
で
は
子
供
と

高
齢
者
が
昔
の
遊
び
等
で
触
れ
合
う

ふ
れ
あ
い
祭
り
、
高
津
波
地
区
で
は

既
存
の
地
区
行
事
に
多
世
代
交
流
の

要
素
を
取
り
入
れ
た
行
事
、
井
ケ
谷

地
区
で
は
農
作
物
の
種
ま
き
か
ら
収

穫
ま
で
の
一
連
の
農
業
体
験
を
交
流

事
業
と
し
て
検
討
中
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
ま
た
、
事
業
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
各
地
区
と
世
代
間
に
お
け

る
課
題
の
共
有
を
図
り
、
多
世
代
交

流
推
進
協
議
会
の
協
力
を
得
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

■
建
設

道
路
管
理
事
業

問　
事
業
目
的
と
シ
ス
テ
ム
の
概

要
は
。

答　
道
路
の
安
全
性
の
向
上
及
び

維
持
管
理
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
道
路
維
持
管
理
支

援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
専
用
の
車
載
器
及
び
カ
メ
ラ
を

取
り
付
け
た
車
両
が
市
内
を
走
行
す

る
こ
と
で
、
道
路
の
陥
没
や
ひ
び
割

れ
、
わ
だ
ち
と
い
っ
た
路
面
異
常
を

自
動
的
に
発
見
、
分
析
し
、
そ
の
場

所
の
正
確
な
位
置
情
報
と
状
況
写
真

を
ク
ラ
ウ
ド
上
の
地
図
に
表
示
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
は
パ
ソ
コ

ン
等
で
確
認
で
き
る
た
め
、
不
具
合

の
場
所
や
状
況
を
一
目
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
修
繕
範
囲
や
優
先
順

位
の
判
断
材
料
と
な
る
。

都
市
拠
点
活
用
推
進
事
業

問　
事
業
の
考
え
方
及
び
効
果
は

ど
の
よ
う
か
。

■
市
民
文
教　

多
胎
家
庭
等
支
援
事
業

問　
多
胎
家
庭
等
支
援
事
業
の
拡

充
内
容
は
。

答　
令
和
３
年
度
か
ら
、
乳
幼
児

健
診
の
際
に
、
市
が
手
配
し
た
サ

ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
て
、
子
の
見
守

り
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
来
年

度
は
、
こ
れ
ま
で
の
４
か
月
児
健
診
、

１
歳
６
か
月
児
健
診
に
加
え
、
３
歳

児
健
診
ま
で
拡
充
す
る
。

問　
周
知
方
法
は
。

答　
健
診
の
通
知
に
健
診
サ
ポ
ー

タ
ー
の
御
案
内
を
同
封
す
る
と
と
も

に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
民
だ

よ
り
等
に
掲
載
す
る
。

本
会
議
で
の
質
疑

委
員
会・
分
科
会・
本
会
議

令
和
４
年
度
予
算
関
係

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置
費

補
助
事
業

問　
令
和
３
年
度
で
事
業
を
終
了

す
る
予
定
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た

が
、
令
和
４
年
度
も
補
助
を
継
続
し

た
理
由
は
何
か
。

答　
令
和
４
年
５
月
に
導
入
さ
れ

る
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
免
許
な
ど
の

新
制
度
に
つ
い
て
普
及
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
考
え
て
い
た
が
、
そ

の
後
も
高
齢
者
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
事
故

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
制
度
の
普
及
促
進
と
合
わ
せ

て
、
高
齢
者
の
踏
み
間
違
い
事
故
の

未
然
防
止
を
図
る
た
め
、
１
年
間
事

業
を
延
長
す
る
こ
と
に
し
た
。

市民公開型ＧＩＳ

多世代交流イベントを通じて
楽しくふれあいを

刈谷駅周辺のにぎわいを創出する
「かりやストリートイルミネーション」

（令和３年度開催）

ＰＴＡ・地域・学校が協働して行った
運動場での避難所体験（双葉小学校）

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

問　
事
業
の
一
つ
で
あ
る
女
性
起

業
家
を
育
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。
ま
た
、
女
性

を
対
象
に
し
た
理
由
は
何
か
。

答　
女
性
起
業
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
家
庭
生
活
や
社
会
生
活
の

中
で
、
女
性
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア

を
持
ち
、
起
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
女
性
の
後
押
し
を
す
る
た
め
、
起

業
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
の
理
解
、チ
ャ

レ
ン
ジ
マ
イ
ン
ド
の
育
成
を
目
的
と

し
て
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す
る
。
女

性
を
対
象
に
し
た
理
由
は
、
結
婚
、

妊
娠
、
出
産
な
ど
を
き
っ
か
け
に
離

職
し
て
い
る
女
性
へ
の
就
業
支
援
と

し
て
、
現
在
も
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

応
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
が
、

起
業
、
副
業
な
ど
、
よ
り
多
く
の
選

択
肢
を
提
供
し
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
対
象
を
女
性
と
し
て
い
る
。

答　
本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
刈
谷

駅
周
辺
に
お
い
て
、「
人
を
引
き
寄

せ
る
回
遊
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
道
路
や
広
場

な
ど
の
公
共
空
間
を
活
用
し
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の

開
催
に
よ
り
、
商
店
街
を
含
め
た
刈

谷
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
来

訪
者
の
増
加
を
図
る
た
め
の
事
業
で

あ
る
。

問　
今
年
度
よ
り
も
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
予
算
が
減
少
し
て
い
る
が
、

規
模
を
縮
小
す
る
の
か
。

答　
装
飾
品
な
ど
を
再
使
用
す
る

こ
と
で
、
今
年
度
と
同
規
模
以
上
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
る
。

（
仮
称
）
逢
妻
川
河
川
敷
運
動
広
場

整
備
事
業

問　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
面
積
と
現

時
点
で
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
（
仮
称
）
逢
妻
川
河
川
敷
運

動
広
場
は
、
約
３
．
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
敷
地
に
サ
ッ
カ
ー
場
を
一
面
と
各

種
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
多
目
的

広
場
を
一
面
の
ほ
か
、
駐
車
場
の
整

備
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
具

体
的
な
面
積
や
用
途
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
の
実
施
設
計
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業

問　
地
域
と
学
校
が
連
携
、
協
働

し
て
、
社
会
全
体
で
教
育
を
行
う
体

制
の
構
築
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
地
域
活
動
と
一
体
的

に
推
進
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
地
域
学
校
協
働
活
動
の
取
組

は
、
地
域
に
支
え
ら
れ
た
学
校
づ
く

り
だ
け
で
な
く
、
学
校
を
中
心
と
し

た
地
域
づ
く
り
も
目
的
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
子
供
た
ち
が
、
地
域
に
支

え
ら
れ
る
中
で
成
長
し
、
や
が
て
大

人
に
な
っ
た
と
き
に
地
域
の
一
員
と

し
て
支
え
る
役
割
を
担
う
な
ど
、
将

来
に
向
け
て
、
持
続
的
な
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
る
取
組
と
し
て
、
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新技術を活用したスマートシティを推進
（スマートシティ推進事業）

まちづくりの指針となる第８次総合計画を策定
（第８次刈谷市総合計画策定事業）

基幹型地域包括支援センターを整備
（基幹型地域包括支援センター整備事業）

地域新電力会社設立のため資本金を出資
（地域新電力会社出資事業）

おくやみ窓口を開設します
（おくやみ窓口開設事業）

民間企業との協働のもと、ＩＣＴ等の新技術や各種データを活用
したスマートシ
ティを推進する
ことにより、社
会課題の解決を
図り、持続可能
なまちづくりを
目指します。

市の現状や特性を踏まえ、
新型コロナウイルス感染症
流行などの社会情勢、市民
ニーズの変化を反映し、新
たなまちづくりの指針を定
めます。

基幹型地域包括支援センターを整備することで、地域包括支援センターの
運営を適切かつ効率的に実施できる環境を構築し、高齢者福祉の充実を図
ります。令和４年度に社会福祉協議会内に新設される刈谷市基幹型地域包
括支援センターが、令和５年度から市役所で運営を開始するに当たり庁舎
の改修を行います。

総合計画や愛知県の都市計画区域マス
タープランの改定、人口動態などの社
会情勢の変化に対応するため、市の都
市計画に関する基本的な方針である第
４次都市計画マスタープランを策定し
ます。

刈谷知立環境組合クリーンセン
ターのごみ焼却熱によって発電
されたクリーンな電力等を公共
施設へ供給する地域新電力会社
（刈谷市、知立市及びパートナー
事業者の共同出資）を設立する
ことで、地域の脱炭素化、エネ
ルギーの地産地消及び地域経済
の活性化を図り、ＳＤＧｓへの
貢献を目指します。

故人に関する市役所での手続を各課を回
らずに１箇所で案内できる「おくやみ窓
口」を開設します。事前に来庁予約をし
ていただき、必要な手続の確認や準備を
あらかじめ行うことで、遺族等が来庁し
た際に、効率的かつ円滑な手続をサポー
トし、来庁者の負担軽減及びサービスの
向上を図ります。

財政力指数指数

（年度）

刈谷市

県下平均

１.31１.41
１.38

１.26

１.44

１.28

0.92
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1.20

1.10

1.00
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0.80
0.92 0.93 0.92 0.92

歳　　入
620億円

歳　　出
620億円

住民税など
356億2,100万円
57.4%(13.8%増）

民生費
246億600万円
39.7%(1.9%増）

教育費
99億4,900万円
16.0%(17.9%増)

土木費
92億3,300万円
14.9%(15.9%減)

衛生費
64億7,500万円
10.4%(12.4%増)

総務費
58億5,700万円
9.4%(7.4%増)

商工費など
23億2,700万円
3.8%(0.4%増)

消防費
18億3,700万円
3.0%(8.1%増)

公債費
13億1,400万円
2.1%(3.3%増)

議会費
4億200万円
0.7%(増減なし）

国・県からの
支出金など
170億300万円
27.4%(2.9%増）

分担金・負担金など
49億5,600万円
8.0%(40.5%減)

給食費などの諸収入
22億6,800万円
3.7%(4.4%減)

市債（借金）
21億5,200万円
3.5%(10.3%増)

27 28 29 30 1 2

一般会計の内訳（　）内は対前年度比

〈国・県からの支出金などの内訳〉国庫支出金、県支出
金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等
譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付
金、自動車取得税交付金、環境性能割交付金、地方特例
交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金
〈分担金・負担金などの内訳〉分担金及び負担金、使用
料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金

〈商工費などの内訳〉労働費、農林水産業費、商工費、
災害復旧費、諸支出金、予備費

（注）�それぞれの数字は四捨五入してそろえたため、総
額や割合に一致していない場合があります。

※百万円単位で四捨五入しています
※�詳しくは、市ホームページの「予算のあらまし」を御覧ください

会計名 本年度 前年度比較 伸び率

予算総額 962 億 4,700 万円 15億 8,700 万円 1.7%

一般会計 620 億円 15億 3,000 万円 2.5%

特別会計 243 億 7,400 万円 9億 8,500 万円 4.2%

刈谷小垣江駅東部
土地区画整理事業 8億 5,500 万円 ▲ 3,800 万円 ▲ 4.3%

刈谷野田北部
土地区画整理事業 2億 8,800 万円 1億 4,500 万円 102.4%

国民健康保険 116億 5,600 万円 3億 2,400 万円 2.9%

後期高齢者医療 21億 8,100 万円 1億円 4.8%

介護保険 93億 9,400 万円 4億 5,400 万円 5.1%

企業会計 98 億 7,300 万円 ▲ 9億 2,800 万円 ▲ 8.6%

水道事業 42億 9,400 万円 ▲ 8億 500 万円 ▲ 15.8%

下水道事業 55億 7,900 万円 ▲ 1億 2,300 万円 ▲ 2.2%

４年度予算の総額

第４次都市計画
マスタープランを策定
（第４次都市計画マスタープラン策定事業）


